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平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
後

の
日
本
銀
行
の
対
応

▼
こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
被
災
者
の
皆
さ
ま

に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

金
融
機
能
の
維
持
と 

円
滑
な
資
金
決
済
の
確
保

▼
今
回
の
地
震
発
生
後
、
日
本
銀
行

は
、
熊
本
、
大
分
を
は
じ
め
と
し
た

九
州
地
方
所
在
の
各
支
店
・
事
務
所

を
含
め
、
す
べ
て
の
本
支
店
・
事
務

所
で
通
常
ど
お
り
銀
行
券
の
供
給
や

窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

日
本
銀
行
と
金
融
機
関
等
と
を
結

び
、
お
金
の
や
り
と
り
を
電
子
的
に

行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
「
日
銀
ネ
ッ
ト
」
も
、

正
常
か
つ
安
定
的
に
稼
動
し
て
い
ま

す
。

▼
四
月
十
五
日
に
は
、「
平
成

二
十
八
年
熊
本
県
熊
本
地
方
の
地
震

に
係
る
災
害
に
対
す
る
金
融
上
の
措

置
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、
金
融
機

関
等
に
対
し
、
預
金
通
帳
や
印
鑑
等

を
紛
失
し
た
場
合
に
お
け
る
預
金
等

の
払
い
戻
し
な
ど
に
つ
い
て
、
状
況

に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。

金
融
政
策
面
で
の
対
応

▼
日
本
銀
行
で
は
、
熊
本
地
震
の
被

災
地
の
金
融
機
関
を
対
象
に
、
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
資
金
需
要
へ
の

対
応
を
支
援
す
る
た
め
、「
被
災
地

金
融
機
関
支
援
オ
ペ
（
平
成
二
十
八

年
熊
本
地
震
に
か
か
る
被
災
地
金
融

機
関
を
支
援
す
る
た
め
の
資
金
供
給

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」
等
の
措
置
を

導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
銀
行
か
ら
被
災
地
の

金
融
機
関
向
け
に
、
無
利
息
で
総
額

三
千
億
円
ま
で
貸
付
け
を
行
う
と
い

う
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、
金
融
機
関

が
こ
の
仕
組
み
で
借
入
れ
を
し
た
残

高
の
二
倍
の
金
額
ま
で
、
当
該
金
融

機
関
が
保
有
す
る
日
本
銀
行
の
当
座

預
金
残
高
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
金

利
を
適
用
せ
ず
、
ゼ
ロ
％
の
金
利
を

適
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
四
月

二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
金
融
政
策

決
定
会
合
に
て
決
定
）。

大
分
支
店 

店
内
見
学
を
再
開

▼
大
分
支
店
で
は
、
大
口
営
繕
工
事

の
た
め
一
年
間
に
わ
た
り
中
止
し
て

い
た
店
内
見
学
を
二
〇
一
六
年
三
月

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

▼
再
開
に
当
た
り
目
玉
に
な
る
も
の

を
作
ろ
う
と
支
店
職
員
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、「
銀
行
券
裁
断
片
で

作
製
し
た
府
内
城
模
型
」
や
「
３
Ｄ

技
術
を
用
い
た
福
澤
諭
吉
胸
像
」
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

▼
「
福
澤
諭
吉
」
は
大
分
県
中

津
市
の
出
身
で
、
昭
和
五
十
九

年
（
一
九
八
四
）
か
ら
現
在
ま
で
、

一
万
円
札
の
顔
と
し
て
活
躍
中
で

す
。
中
津
市
に
あ
る
福
澤
諭
吉
記
念

館
に
も
一
万
円
札
の
一
号
券
の
一
つ

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
ら
は
地
元
の
新
聞
や
テ
レ
ビ

だ
け
で
な
く
全
国
や
海
外
で
も
報
道

さ
れ
る
な
ど
大
変
評
判
を
呼
び
、
見

学
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
大
分
支
店
の
見
学
お
申
込
み
に
つ

い
て
は
、
日
銀
Ｈ
Ｐ
の
「
日
本
銀
行

支
店
・
事
務
所
」
→
「
日
本
銀
行
大

分
支
店
」
→
「
支
店
見
学
の
ご
案
内
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５億円分の銀行券裁断片で
作製した「府内城」

３Ｄプリンタで作製した樹脂製諭吉像。
着物は職員の手作りです

顔の立体感がリアルな
段ボール製の諭吉像
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決
済
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催

▼
日
本
銀
行
は
三
月
十
七
日
、
十
八

日
に
、
本
店
に
お
い
て
、「
決
済
シ

ス
テ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

▼
情
報
技
術
革
新
の
下
で
、
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」（
注
）
と
呼
ば
れ

る
動
き
が
広
範
に
み
ら
れ
て
い
る

中
、
日
本
銀
行
は
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
に
あ
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

と
参
加
者
を
公
募
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
非
金
融

企
業
を
含
め
、
決
済
や
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
に
関
わ
る
広
範
な
企
業
が
集
う
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

▼
初
日
に
は
、
黒
田
東は

る
ひ
こ彦
総
裁
が

開
会
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
黒
田
総

裁
は
、
決
済
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対

す
る
日
本
銀
行
の
視
点
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
た
う
え
で
、
日
本
銀
行
決
済

機
構
局
内
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の

基
盤
技
術
で
あ
る
分
散
型
元
帳
を
金

融
実
務
に
応
用
す
る
上
で
の
課
題
な

ど
、
リ
テ
ー
ル
決
済
を
巡
る
広
範
な

論
点
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼
二
日
目
に
は
、
桑
原
茂
裕
理
事
が

開
会
挨
拶
を
行
い
、
決
済
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
に
向
け
た
日
本
銀
行
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
大
口
決
済
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
を
巡
る
今
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
当
日
の
議
事
概
要
に
つ
い
て
は
、

日
銀
Ｈ
Ｐ
の
「
決
済
・
市
場
」
→
「
決

済
シ
ス
テ
ム
の
概
要
」
→
「
決
済
シ

ス
テ
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会
」

の
開
催
（「
日
銀
夏
休
み
親
子

見
学
会
」の
ご
案
内
）

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
四
月
一
日

（
金
）、
四
日
（
月
）
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
小
学
校
四
～
六
年
生
お
よ
び

中
学
生
の
お
子
さ
ま
と
そ
の
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、「
春
休
み
親
子
見

学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
今
回
の
見
学
会
に
は
、
合
計
八
四

組
一
八
一
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
本
店
本
館
（
旧
地
下
金
庫

な
ど
）
や
現
在
窓
口
業
務
を
行
っ
て

い
る
新
館
営
業
場
を
ご
見
学
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
こ
づ
か
い
帳

の
付
け
方
な
ど
を
通
し
て
お
金
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
い
た

他
、
お
札
に
施
さ
れ
て
い
る
偽
造
防

止
技
術
の
紹
介
、
一
億
円
の
重
さ
体

験
や
お
札
の
数
え
方
体
験
な
ど
の
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
皆
様
に

は
日
銀
や
お
金
に
つ
い
て
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
親
子
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、

夏
休
み
期
間
中
の
八
月
一
日
（
月
）

～
五
日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
？
」
と
い
う
お
子
さ
ま
の
好
奇
心

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

フォーラムには幅広い企業が参加しました

（
注
）フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
（F

inT
ech

）と
は
、金

     

融（F
inance

）と
技
術（Technology

）

と
の
融
合
を
指
す
言
葉
で
す
。
新
し
い

情
報
技
術
の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
、
個

人
や
企
業
が
、
借
入
れ
や
送
金
、
投
資

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

よ
り
便
利
か
つ
迅
速
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
り
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
組
み

合
わ
せ
た
、
よ
り
高
度
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
活

用
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
大

量
の
デ
ー
タ
を
迅
速
に
分
析
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

発券局の職員が「お札の数え方」を
レクチャーする模様
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ム
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

▼
参
加
は
無
料
で
す
。
お
申
し
込
み

方
法
な
ど
の
詳
細
は
日
銀
Ｈ
Ｐ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
第
一
二
回 
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ 

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

論
文
募
集
中

応
募
締
切
：
九
月
三
十
日
（
金
）

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
日

本
銀
行
の
金
融
教
育
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
学

生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
応
募
論

文
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
へ

の
提
言
」。
わ
が
国
の
金
融
に
関
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
の
斬
新
な
提
言
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

▼
日
銀
Ｈ
Ｐ
に
専
用
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
概
要
、
過
去

の
決
勝
参
加
チ
ー
ム

の
作
品
全
文
お
よ
び

審
査
員
講
評
等
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

■平成 28 年熊本地震により犠牲となられた方々の
ご冥福をお祈りするとともに、被災された皆さまに
謹んでお見舞いを申し上げます。 （編集一同）
■ 5 月 30 日をもって情報サービス局長を退任し、
本号の編集が編集長としての最後の仕事となりまし
た。ご愛読いただき、ありがとうございました。日
本銀行の仕事やそこで働く役職員の姿をわかりやす
くお伝えしたいと考えて編集に努めてきましたが、
いかがだったでしょうか。また、全国の支店を通じ
て地域の皆様方とも触れ合いを持たせて頂いている
点もお伝えしたかったことの一つです。今後とも、
日銀と「にちぎん」を宜しくお願い致します。（髙橋）
■このたび編集長に就任しました。日本銀行で様々
な仕事をして 33 年目となりますが、広報誌「にち
ぎん」の仕事に携わるのは初めてです。これまでの
経験を生かして、読者の皆様に、日本銀行の活動を
面白く、わかりやすく紹介していきたいと思います。
どうぞ宜しくお願い致します。 （鶴海）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小
樽支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期
購読、郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承くださ
い。なお、既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行ホー
ムページ上に掲載していますのでご利用ください。

（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/
index.htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を
反映しているものではありません。日本銀行の政策・業務運
営に関する公式見解等については、日本銀行ホームページ

（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。

編 集 後 記

にちぎん　2016 年夏号
編集・発行人　鶴海誠一
発行　日本銀行情報サービス局
〒 103-8660　
東京都中央区日本橋本石町 2-1-1
☎ 03-3277-2405

デザイン　株式会社市川事務所
印 刷　文唱堂印刷株式会社
○c 日本銀行情報サービス局　禁無断転載

＊本誌の用紙は、環境・社会・経済のすべての側面に配慮し
た厳しい基準に従って適切に管理された森林からの木材を原
料としていることを示す、FSC 認証紙を使用しています。

【
親
子
見
学
会
・
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
四
〇
五

http://www.boj.or.jp/

応募資格　現在、大学（短大等を含む）に在籍の方（大学院生は除く）。
　　　　　2～ 4 名 1 組のグループでご応募ください。
授賞内容   最優秀賞／１チーム（副賞：図書カード15万円）
　 　 　 優 秀 賞／２チーム（副賞：図書カード 3万円）
　 　 　 特 別 賞／１チーム（副賞：図書カード 3万円）
※応募の詳細は裏面の応募要項および日本銀行ホームページをご覧ください。

日銀グランプリは、日本銀行が毎年開催している、
学生の皆さんを対象とした金融分野の
小論文・プレゼンテーションのコンテストです。
多くの皆さんのご応募をお待ちしています！

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言

学
生
の
た
め
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト締切 9/30必着

［
訂
正
］

　

四
五
号
（
三
月
二
十
五
日
発
行
）
の
「
貨

幣
の
世
界
」
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
二
一
ペ
ー
ジ　

写
真
２

（
誤�

）
リ
ュ
デ
ィ
ア
王
国
（
紀
元
前
７
～
６

世
紀
）
の
エ
ク
レ
ト
ロ
ン
金
貨

（
正�

）
リ
ュ
デ
ィ
ア
王
国
（
紀
元
前
７
～
６

世
紀
）
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
金
貨


